
 

 

令和２年度 第６回 藤沢市市民活動推進委員会 議事録 

 

 

１ 日 時 

２０２１年（令和３年）２月１７日（水）午後６時～午後７時２７分 

 

２ 場 所 

 ウェブ開催 

 

３ 出席者 

（１）委員 １０人 

山岡委員長、坂井副委員長、林委員、樋口委員、阿部委員、細沼委員、島村委員 

間山委員、原田委員、鎌倉委員 

（２）市側 ６人 

   福室参事、藤岡主幹、近藤補佐、一瀬主査、浅野主任、緒方主任 

（３）藤沢市市民活動推進センター １人 

  関野センター長 

（４）傍聴者 ２人 

 

４ 議 題 

（１）令和３年度ミライカナエル活動サポート事業について 

（２）令和３年度に向けた取り組みについて 

 

５ 配布資料 

（１）令和３年度募集コース概要について 

（２）令和３年度募集審査の評価項目等について 

（３）令和３年度募集年間スケジュール案 

（４）藤沢市市民活動推進計画＜基本指針１＞ 
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（５）藤沢市市民活動推進計画＜基本指針２＞ 

 （６）藤沢市市民活動推進計画＜基本指針３＞ 

 （７）藤沢市市民活動支援施設 調査・研究事業 

Withコロナ社会の市民活動状況調査（2020年度実施）途中経過 

 

６ 開催概要 

開会 

○事務局より、委員会成立の報告、傍聴者数、資料確認、及び委員会の公開となる旨、報

告が行われた。 

（山岡委員長） それでは、議題に入る前に、私から１点ご提案がございます。 

  事務局から事前にメールでご案内がありましたけれども、前回の委員会が終了時間を

大幅に超過してしまったということを受けまして、会議終了時間となっても議論が尽く

せないような場合は、それをひたすら延長するということではなく、議事が残っている

場合でも、後日メールでの意見送付または書面での決裁、あるいは次の委員会に持ち越

しという形で対応することとして、原則としてはあらかじめ設定された予定時間で会議

は閉会することとしたいと思います。 

  理由としましては、皆さんそれぞれお仕事をお持ちの中で、藤沢市の市民活動のため

にという思いを持って時間を割いてくださっている。前回の会議はお昼でしたので、そ

の後ご予定のある方も当然おられたと思いますし、特に夜遅くなると、きょうもオンラ

インで、人によっては自宅でということもあると思います。ご家庭の事情もあるでしょ

うし、そういうもろもろを調整しての委員会ですので、そこはきちんとしていきたいと

私としては考えております。 

  ただ、そうすることによって意見が活発に出なくなるということだけは避けたい。そ

れとは全く別のことなので、今まで同様にご意見はとどめることなく、必要な意見は全

て発言をいただきたいと思います。そこだけ確実にお願いしたいと思います。その上で、

超過する場合は別途の方法をとるというふうに考えていただければと思います。 

  とはいえ、時間が来たので突然そこでパシャッと終わりということはなく、区切りの

いいところまで、あるいは状況によっては委員会の中でちゃんと合意を得て 15 分延長

するとか、必要があればそういうことも当然したいと考えています。そのうえで、ご了

解いただきたいと思います。この点はよろしいですかね。――ありがとうございます。
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また、事務局においても、これらの点について柔軟にご対応いただきたいと思いますの

で、よろしくお願いいたします。 

     ÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷ 

議題（１）令和３年度ミライカナエル活動サポート事業について 

○事務局より、令和３年度ミライカナエル活動サポート事業について、説明が行われた。 

（山岡委員長） それでは、今の事務局の説明について、確認しておきたいなどあればお

願いします。中身については前回の委員会で議論しておりますので、このような形で進

めるということです。何かありますでしょうか。 

  そんなに問題になるようなところは特にないかと思います。前回の議論を踏まえての

修正になっております。特になければ、議題2のほうが重いので進めてよろしいですか

ね。――そうしましたら、以上で議題（１）「令和３年度ミライカナエル活動サポート

事業について」を終了いたします。 

     ÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷ 

議題（２）令和３年度に向けた取り組みについて 

○事務局より、令和３年度に向けた取り組みについて、説明が行われた。 

（山岡委員長） それでは、今の事務局の説明についてご意見をお願いします。きょう、

あるいはその後も含めてですけれども、いただいた意見を踏まえて、またリバイスをし

ていくということです。取り組み結果は変わらないですけれども、計画の部分はまだい

ろいろ修正可能ということですので、ぜひご意見をお願いいたします。 

（細沼委員） 資料２－１の１－①、先ほど市民活動センターの方からご説明があったん

ですけれども、取り組み結果については言わないということなんでしょうか。 

（山岡委員長） 言っていただいていいですよ。結果は変わらないということだけなので。 

（細沼委員） ありがとうございます。この部分で今回、「自治会活動などにも有用な情

報を継続して」とあるんですけれども、どのような情報だったのかというのを知りたか

ったです。 

  あと、今たまたま私が自治会長をやっているので、コロナ禍もあり、市民センターの

ほうも閉館になっていて情報がなかなか入りにくい。ウェブで見られる方は見られるん

ですが、やっぱり紙ベースじゃないと見られない方がセンターにも行けないということ

で、その辺、来年度もこのような状態が続くと、どのように情報発信されていくのか疑

問に思ったので、来年度につなげて取り組みとして、もうちょっと詳しくやっていただ
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けるのであればということなんですけれども。 

（市民活動推進センター長） まず、有用な情報発信と記載した内容としては、当時、今

も多分、市民自治さんのほうに掲載されていますが、臨時休館したときが年度のちょう

ど切りかわりだったものですから、書面表決等の情報が、まずうちのほうで一番最初に

掲載した情報です。そこに関連する情報にも１個ずつリンクをつけてというのを、市の

ホームぺージの動きも見ながら発信していました。 

  あと、私どものほうで、今も休館中で印刷代行をしているんですけれども、そちらは

通常、こちらの施設のうち、一部に関しては自治会さんにも使っていただいているので、

印刷代行の話も掲載していたところです。継続してはいたんですけれども、市民活動の

情報に比べれば、ボリュームとしてはそこまで多くはないです。 

（細沼委員） 印刷に関しては、私も何度か印刷をしに行かせていただいたんですけれど

も、プラザさんとか湘南台の方は行きやすいのかなと思うんですが、プラザさんのほう

には車がないと行けないという地区もあって、その辺が今年、とても苦労した点だった

ので、そのことだけちょっとお伝えしたいと思います。 

（鎌倉委員） 最初のほうで言うべきことでもないし、また記録にとるようなものでもな

いんですけれども、１－②と特に最後の３－③に関連して、オリンピック・パラリンピ

ックについて、今は微妙な状況で、なかなか計画は立てにくいと思うんです。準備室さ

んのほうで、ひそかにやっておかなければいけない、あるいはもうやられているかもし

れないんですけれども、中止となった場合、あるいは不完全な形で行われた場合、つま

り不完全燃焼だった場合に、藤沢でも特にボランティアのチームが一生懸命やっている

ものがあって、リソースがその時点ではたくさん蓄積されていると思うんです。 

  言葉はちょっと悪いんですけれども、ガス抜きというか、せっかくのものを発散させ

ないともったいないし、また非常に鬱屈したものが残るのではないかということを私は

何となく感じています。だから、ひそかにですけれども、その場合、市として、やって

きたことを発散させる、十分生かすという施策を計画として考えておく必要があると思

っているんです。ちょっと漠然とした言い方ですけれども、これ全体を読んでそんなこ

とを思いました。 

（山岡委員長） オリパラのことはここのことだけではないと思うんですけれども、事務

局のほうから、今の鎌倉委員のご意見について何かあればお願いします。 

（事務局） オリパラ準備室でオリンピックボランティアさんも含めてやられているとい
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うことで、実際行われるかどうかはまだ不透明なところではありますけれども、もし行

われなかったとしても、チームFUJISAWAに関する取り組みについては、その熱を地

域活動につなげていきたいという部分では、そういった方向性でいきたいという話は伺

っております。具体的にどう進められるかは、なかなかデリケートな情報なのですけれ

ども、きょう、鎌倉委員からそういったご意見が出たというのは、オリパラの準備室に

伝えてまいりたいと考えております。 

（鎌倉委員） ありがとうございます。安心しました。 

（阿部委員） ちょっと大きな話で申しわけないんですけれども、この計画全体で大事な

のは広報の話と、もう一つは人材育成の話だと思っているんです。広報については、も

っともっと知らせなくちゃならないのに、その知らせ方が具体的にあまり書いていない。

特に「volunteers」の本を見させていただきましたが、とてもいいと思うんですけれど

も、これをもっと活用しようというところの力の入れ方が足りないんじゃないか。例え

ば、市の広報に「申し込み者には郵送しますよ」ぐらい、もっと「volunteers」という

本を宣伝していくようなことを織り込むべきじゃないかというのが１つです。 

  第２点目の人材育成ですけれども、人材育成とかコーディネーターとかファシリテー

ターとか難しい言葉が出てくるんですが、これが本当に市民に伝わっているかというこ

とです。どういう人材をどういう形で育成していかなくちゃならないのか。コーディネ

ーターを育成しようとして、コーディネーターをこういうふうにして育成するんですよ

という話もなければ、活躍する舞台も設定されていない。団体として団体のリーダーを

これからつくっていくんだということに対して、そのリーダーをどうバックアップして

いくのかというのがよく見えない。ファシリテーターの講座をやっていますよというの

も、これが何人集めて、その程度のことをやるのか、その辺のところをもう少し詳しく

説明いただきたいと思っております。 

（山岡委員長） 広報の部分はもうちょっと活用してということですね。あと、人材育成

のところは、もう少し具体的に教えてくださいということだと思います。 

（市民活動推進センター長） 人材育成とファシリテーションの話ですね。人材育成に関

しては、記載している内容で言うと、若者インターンシップというところなんですけれ

ども、例年ですと、個々の団体さんに、応募してきた学生をインターンとして受け入れ

ていただく。そこの団体に必ずコーディネーターを置いていただく意図としては、市民

活動自体、そこの団体さんの持っている社会的価値等を、その進めていく中で理解して
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もらうとともに、かなり具体的な事業についてその学生さんに担当してもらう。例えば

サイトの構築とかですけれども、そういった中で興味を深めるというのと社会人教育を

両立させたという形の仕組みで進んでいます。 

  今年度に関しては、団体さんに直接受け入れていただくというのが厳しい状況にあり

まして、活動団体数もかなり絞る形で、活動内容も考えてお手伝いしてもらったという

形にどうしてもとどまっています。 

  ファシリテーション講座に関しては、いわゆる会議等の進め方、団体等は本当は技術

としては限らないんですけれども、その集団の中の意見抽出、意見統一を円滑に行うた

めの技術ですので、どちらかというと団体運営に関する講座になります。おっしゃる内

容で言うところの地域コーディネーター、地域ファシリテーターというイメージよりは、

そういう方たちが持っているべきスキルということで私どものほうとしては講座を実施

したというところになります。 

（阿部委員） 具体的に何人ぐらいおいでになって、どういう方をお入れになっているの

か。 

（市民活動推進センター長） 今回ご参加は 15 名です。団体をこれから立ち上げるとい

う人もいらっしゃいますし、基本的には団体に所属しているかボランティアとして活動

しているかというところで、今、講座の中でも個々にかかわり方が結構ずれているなと

いうところは参加者のほうからもちょっと出ていますが、基本的には団体にかかわりの

ある人です。運営者の方が３分の１ぐらいで、あとは運営者以外の方なので、どちらか

というと運営者の方に響くかというところですが、技術として持っていただいて、もと

もとボランティアとしてだけかかわっているような人にもある程度、団体で存在感を出

してもらえるような内容にはしております。 

（阿部委員） 15 名では少ないので、もっとそれをふやしていこうとか、その人たちが

講座を受けてから活躍できる場所があるのかとか、その辺はいかがですか。 

（市民活動推進センター長） まず 15 名なんですけれども、今オンラインでやっていま

すが、前回、直接でやったときよりは正直言ってふえております。ただ、ファシリテー

ションという言葉でぴんとくる人は、比率としてはそんなに多くなくて、今までで言え

ば、団体運営を担っている人に刺さってきたんですけれども、それが今回、どちらかと

いうと興味があるだけという形で来る人がふえたというイメージです。 

  実際、使うという場面で、私どもの枠組みとしては団体のＮＰＯマネジメント講座で
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すので、基本的には団体をお持ちの方がその団体の中で会議等を価値あるものにすると

いう中で使っていただくというのが第一義とは考えています。その意味で言うと、先ほ

どの中心となっている方とか、そこの周りにいる方がこれを覚えていくことというのは、

どちらかというと会議の活性化をするとともに、団体のメンバーの中からの意見をきち

んととって団体自体を活性化していくというところが目的になりますので、受けた団体

さんで生かしていただければ、私どもでも有効になるとは考えています。 

  ただ、もともと中心の方が音頭を取ってそういうことをできるという場合と、ボラン

ティアの方がそこを変えていけるかというのは多少差が出るかと思いますが、基本的に

はそういった形で団体運営のほうには効果があると考えて実施しているものであります。 

（阿部委員） これからボランティアを始めようという人を、もっともっとそういうとこ

ろに巻き込んでいくという仕掛けが必要なんじゃないかと思うんですけれども。 

（市民活動推進センター長） どちらかというとファシリテーション講座そのものという

より、表でいくと１－②の②になってくるかと思います。「volunteers」等を今発行し

ていますけれども、今の冊子も通常のものより、いろいろ配慮というか、できない部分

が多いです。 

  ３－③は、先ほど鎌倉委員もおっしゃったように、オリンピック・パラリンピックの

ところでも実は「volunteers」の記載はしているんですが、基本的にはここら辺の発行

物というのは、まず今までどおりやっているんですけれども、ご指摘があったような広

報に出すということは、今のところ、公共施設、セブン－イレブンと協力店舗というと

ころが主な配布先になっています。配布先に関しては、次回、特別号になりますので、

まず配布先の拡大をします。協力店舗をふやすという形ですと、そんなに目につかない

んですけれども、広報のほうは、先ほど市民自治さんのほうでおっしゃってくれたとこ

ろで、私どもがやることとしては、直接手にとれる場をふやしていくというところに関

しては進めていくつもりでいます。 

（阿部委員） 私たちが「volunteers」の雑誌を配るのに手伝うようなことがありますか。 

（市民活動推進センター長） 置いてくれそうな店舗の情報等があれば、ご連絡いただけ

れば、私どものほうでそちらにお願いに行くことはできます。なので、もしそういった

情報をいただければと思います。 

（阿部委員） わかりました。ありがとうございました。 

（山岡委員長） 関連してなんですけれども、「volunteers」は学校には送っているんで
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すよね。高校とか大学とか。 

（市民活動推進センター長） 学校に送っています。ただ、こちらでファクスを送って、

「必要数は幾つですか」という形なので、そこの受け入れ数に関しては各高校とか中学

ごとにまちまちになります。 

（山岡委員長） 大学にもいただいています。私はいつも研究室のドアとかに置いておく

のですが結構なくなります。だから、意外と学校はいいということと、あとは

「volunteers」のウェブ版がありますよね。それは今このコロナの中でうまく活用でき

るんじゃないかなと思います。 

  先ほど、高校に言っても外部の人が入れなくて、なかなか連携の事業ができないとい

う報告が１－②のところでありました。「volunteers」の話と関連するからちょっと言

わせていただくんですけれども、学校側の事情はそれでしようがないと思うんですが、

高校生の立場に立つと、16歳から18歳の彼らが外部とつながる機会が少なくなってい

るので、オンラインでも何でも、何かをすることを探っていただきたいんです。高校側

の事情だけでなく、高校生とか大学生のことを考えて何とかしていただきたいというこ

とです。 

  その際に「volunteers」はすごく有効で、授業の教材として使うこともできます。あ

れを見て、「行ってみたいボランティアある？」「どれかひとつ選んでみて」「何でそこ

に行きたいの？」とか、それだけでも地域との関わりを考える機会になるので、うまく

活用して、そこのところは高校にもアプローチしていただきたいと思います。 

（阿部委員） ちょっと個別の話なんですけれども、翔陵高校とかでそういう授業もやっ

ていますし、それから聖園女学院で今度は、みそのの森を見ましょうみたいな、市民活

動に近いようなことをやっているわけなので、そういうところの情報をもっと入れて、

そういう集会を参観してみるとか、ちょっと具体的に動いていただいてはいかがかと思

います。また個別にお知らせします。 

（原田委員） ３点ほど申し上げたいんです。 

  まず資料２－１の裏面で「ミドルエイジ（40～50 代）にスポットを当て」というと

ころなんですが、コロナ以降、リモートで仕事されている方もふえてきて、実際うちの

自治会なんかでも、「リモートになったから会長できます」という方も出てきたりして

いるんです。あと、コワーキングスペース化も進めて、あいているアパートでコワーキ

ングスペースにしようという動きなんかも出てきているんです。地域や市内に、例えば
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映像とか情報発信とかにすぐれた若い方々が存在しているようになってきているかなと

いう気がするので、そういう方々に対してどうやってアクセスして市民活動に加わって

いただくのかという観点も、この計画の中でも持っていただきたいというところがまず

１点です。 

  続いて、２点目が資料２－２の地域包括ケアシステム推進室が実施した戸別訪問につ

いて、計画のほうに入れていただいてありがとうございました。今後の連携について意

見交換を行ったということなんですけれども、ここについて言うと、福祉的な課題に特

化する部分はあるかと思いますが、コロナで活動がとまったことによって、特に高齢者

のＱＯＬが下がったかどうか。 

  下がっているとは思うんですが、市役所とか市民センターがとまった状況の中でも、

民間ＮＰＯや、先ほど細沼さんから話もありましたけれども、自治会とかがどういうこ

とを高齢者にすることができればＱＯＬを下げないでいられるか、そういう活動を少し

研究していただいて、実践に結びつけていただけたらいいんじゃないかと思いますので、

その点についても考慮していただければと思います。 

  それと、２－２の裏面ですけれども、先ほどご報告ありましたけれども、市民活動推

進センターがアンケート調査を行っていて、それについても、この中で反映していくと

いう話がありました。アンケートのほうも拝見させていただいたんですけれども、この

アンケートはまだ途中ということだったんですが、今後このアンケートの結果をどうい

うふうに捉えて、何に使おうとされているのか、そのあたりを推進センターのほうにお

伺いしたい。 

（山岡委員長） 質問の部分はセンターのほうですので、アンケートのところをお願いし

ます。 

（市民活動推進センター長） まずセンターの事業として、もともと前提としてできる事

業というので対応できるのが、先ほどのご報告でも申し上げましたけれども、個別にご

相談いただくか、いわゆる企画事業の場合ですと、講座の提供と交流事業の提供という

ところになります。センター単独でやることとなったときには、先ほど申し上げた講座

に反映するというところにとどまらざるを得ません。 

  昨年度の場合ですと、私どもで３～４月に行った緊急調査の結果については、指定管

理団体のほうで助成金を独自にやったりしています。結果に応じて、センターでやれる

ことはセンターでやりますし、もしセンターの枠組みの中でできないことで、私どもの
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指定管理団体のほうが手が届くことでしたら、そちらでやるということもあり得ます。

それ以外ですと、基本的には結果を担当課と共有しますので、そこの担当課とのやりと

りの中でできることを探っていくという形にどうしてもなってきます。 

（原田委員） 意見というかアイデアを幾つか申し上げたいのですが、まずアンケート調

査だけだと、アンケートに答えている団体もしくはアンケートを送ってきた団体の状況

しかわからないので、例えばコロナ禍のところで活動していた実績みたいなものをタウ

ンニュースとか新聞でいろいろ出ていると思うんですけれども、活動できた団体の内容

を、アンケート以外にも聞き取り調査も含めて、推進センターさんで実態調査みたいな

形でまとめていただければいいなというのがまず第１点です。 

  あと、このアンケート中を拝見していても、先ほど推進センターさんからお話があり

ましたけれども、例えばＩＴ化なんかも個別ケアが必要だとおっしゃっていましたが、

年齢によって、やっぱり年代が上がっていく団体に関してはＩＴ化が非常に難しい。個

別で相談いただければというところは確かにあると思うんですけれども、Zoom で相談

という以前の話で、Zoom もできない団体に対しては、コロナでいろんな自粛の中で、

今後そういうことがあるかどうかわかりませんけれども、どうやってそういうところに

ＩＴについて相談に乗っていくのかというところがあると思うんです。 

  講座も、いわゆるチラシをまいたり、ネットで宣伝したりして「こういうのがありま

すよ」と言っても、その情報に行き着かない団体に関してどういうふうに情報発信をし

ていくのかなど、そのあたりも今後について必要なことだと思うんです。 

  そこでアイデアを申し上げたいのは、今回のアンケート結果と実態調査の結果をぜひ

推進センターさんの中でカテゴリーで分けていただく。例えばどんな状況下でもやらざ

るを得ない団体、いわゆる福祉的なところ、次に、どんな状況下でもやろうとする団体、

あとは、やらなくても済んだところ。重要なのはここなんですけれども、やりたいけど

場所がない、お金がない、人がない、手法がわからなくてできなかった。こうやって分

けたときに、最後に言った団体に対して、どういうふうに推進センターさんや市がアク

セスしてバージョンアップしていくかによって、どんな状況でもやろうとする団体にな

れるんじゃないかなと思うので、アンケート結果からそういう目的を持って導き出して

いただけるといいかなと思うんですけれども、いかがでしょうか。 

（市民活動推進センター長） まず最初のところでおっしゃった、コロナ禍で頑張ってい

る団体は、調査みたいな形にはしていないんですけれども、今までは行政情報とかそう
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いったところが１面になることが多かったんですが、６月から情報誌をリニューアルし

た後ですと、コロナの影響が何がしかある時期の発行なんですけれども、基本的にはそ

の中で頑張っている個々の団体にスポットを当てていくという形の誌面に変えています。

蓄積はしているんですけれども、おっしゃるとおり、整理されていないのですが、そう

いう形で紹介できたらというふうに考えてリニューアルしたところが、ちょうど今年度

に関しては今おっしゃったような団体さんをご紹介することができたというところです。 

  個別のＩＴのケアに関しては、うちの推進センターですとサポートクラブがあるんで

すが、そこで今一番頑張っていただいていると言っても過言ではないのがＩＴサポート

です。結構人数もいるんですけれども、おととしぐらいから、そのサポーターさんが、

回によって人数はまちまちなんですが、１対１で特定の時間、この時間だったら何でも

受け付けますという直接のご相談を継続してやっていました。 

  今は休館時期でできないので、「Zoom で来てください」にどうしてもならざるを得

ないんですけれども、休館明けのときも、透明なパーテーションみたいなものを使って、

個別は割とすぐに再開させていただいて、操作はどうするかというのを見ながら教える

というのはかなり急務だと思ったので、そこはずっと続けています。 

  すみません、３点目をもう一度簡単によろしいですか。 

（原田委員） アンケート結果から、団体をカテゴリー分けして、やりたいけどできなか

ったという団体に関して、何がネックになっているかというのを聞き取り調査したり、

アイデアを提案していただけたらいいかなと思うんですけれども。 

（市民活動推進センター長） 今のところ、こちらの調査ですと、いわゆる一般論みたい

な部分があればいいんですが、当てはまらなければ書いていただくというところにどう

してもなってきます。現状でこれができるというのをぱっと思いつかないので、そこは

恐縮なんですけれども、先ほど申し上げた指定管理のほうで募集した助成金に関しては、

要は困っている団体さんが申請してくるような類の設計にしていますので、そこの後追

いの聞き取りはする予定です。 

（原田委員） やりたいけどできなかったというところに関して、例えば場所の問題とか

助成金の問題とか、相談してくる団体はいいと思うんですけれども、相談もせず諦めち

ゃっているというのも、このアンケート結果から見えてくるところがあるので。 

  アンケートは記名なんですかね。 

（市民活動推進センター長） 一応記名です。 
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（原田委員） 推進センターさんがそこの部分だけを拾って電話をかけるなり、相談をこ

ちらから持ちかけて「何かできることがあれば」とやっていただくのも１つの手かなと

思ったんです。コロナをきっかけにZoomが始まって、それはいい部分でもあると思う

ので、コロナがおさまったとしてもそういうところを広げていくとか、コロナ禍でも活

動できるような後押しを推進センターさんも市もしてほしい、そのあたりをアンケート

結果と結びつけていただけるといいなと思いました。 

（事務局） 一番最初のミドルエイジに関連するところで、実際テレワークが浸透しはじ

めておりますが、一方最近はテレワーク率が下がってきているという情報も、内閣府の

全国調査とかでも明らかになってきておりますので、事務局としてはそういった部分の

観点は一応承知しているところです。 

  生涯学習総務課のほうでは、ライフスタイル講座というもので、コロナの影響で、参

加者の方々がいろいろなライフスタイルの変化に伴って自分の時間をどう使っていくか

という講座みたいなものも打たれていると承知しています。今年度も実は連携の可能性

をいろいろ探りながら調整を進めているところではあるんですけれども、次年度以降、

そういったところの機会はしっかり捉えてまいりたいと考えております。 

  あと、２点目のご意見でいただきました、包括ケア推進室が行った部分ですね。戸別

訪問の結果から、具体的には福祉的な側面の課題が相当多いというのは、いろいろと伺

う中で印象として持ちました。その中で実際、福祉健康部で、例えば介護予防事業でサ

ポートできるところはそちらの事業でサポートするというのもあると思います。ただ、

そこではなかなかカバーできないようなところ、例えば市民活動を１つの選択肢として

考えていただくという部分では可能性はあるのかなと思っております。話を伺っている

限りでは、13 地区ごとに課題はさまざまというふうに承知しておりますので、マッチ

ングできる部分は積極的に連携しながら働きかけを行ってまいりたいと考えています。 

  以上でございます。 

（原田委員） そこのところなんですけれども、例えば市民センターを閉じるとか公共施

設を閉館してしまう。現状もそうなんですが、そういうときに活動できない団体がかな

り多く出ているわけです。そこに対して、市というか市民自治としてどういうふうに支

援していくのかというのも大きな課題だと思っていますが、そのあたりは事務局に聞く

ことになってしまいますが、どういうふうにお考えでしょうか。 

（事務局） この感染症予防上の緊急事態宣言というのは、基本的に人との接触をいかに
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減らしていくかというのが肝だと考えています。これは政府の見解でも明らかに出され

ているところです。もちろん市民活動団体の方々に活動していただくというのは、こち

らとしては大変応援したい立場でございますけれども、感染が拡大する中においては、

できる限り人との接触を減らしていかなければいけない状況があります。 

  緊急事態宣言が出されている中において市民活動を行っていただくのも、やはり施設

を閉じざるを得ない状況の中では、もうしばらく我慢をしていただきたいという部分で、

なかなか難しいところではないかと考えています。 

（原田委員） 例えば距離をとるとか、感染症の対策ガイドラインみたいなものがありま

すね。市民活動を継続していくために、市としてこういうガイドラインを守っていただ

いて、市民活動を積極的に動かすような後押しをしていくというところがあってもいい

んじゃないかなと思うんですけれども、そこは今年度は見えてこなかったので、来年度

に関しては、例えば施設を閉じざるを得ない状況だとしても、年間の中で自治会やＮＰ

Ｏが活動していくためのガイドラインであったりとか、こういうお金の取り方がありま

すよとか、そのあたりを積極的に市が押しているんだというところをもうちょっと見せ

ていただけるといいかなと思いますが、そのあたりはいかがでしょうか。 

（事務局） どこの施設をどこまで閉じるというのは、市のコロナ対策の本部会議の中で

決定された事項というところもあって、この場でどういった方向性でいきますというの

はなかなかお答えしづらいんですけれども、市民活動を応援する立場である市民自治で

ございますので、今後どういった形でコロナが推移していくというのは、全国的にもま

だ見通しが立っていない状況ですが、いただいたご意見を踏まえて対応してまいりたい

と考えております。 

（山岡委員長） 今の原田委員からのご提案は、市としてそれをやると、市のお墨つきみ

たいになっちゃって、なかなかやりにくいところがあると思うんです。私が思うのは、

具体的にやっている団体をショーケース的に紹介するというんですかね、「うちの団体

ではこういうガイドラインをつくってやっていますよ」とか、そういうのを表にもっと

出していくというか、シェアしていくという形で、セミナーとか講座とかニュースレタ

ーなのかいろいろなやり方がありますが、そういうことをしていけば、そういうやり方

もあるのかなというふうになるのではないかと思います。それを市が「このガイドライ

ンです」とバンと出すのは、市民活動もいろいろ状況が違うので難しいかなという気も

しますね。そういうノウハウの共有みたいなことは、ぜひどこかに入れていただきたい
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と思います。 

（林委員） 委員というよりは、市民活動プラザむつあいの人間として答えさせていただ

ければと思います。 

  先ほど関野センター長が申しましたように、今、情報誌を使ってコロナ禍で活動でき

ている団体を少しずつ紹介しているんですけれども、やはり情報誌を見てくださる方と

いうのは限られているのが現状でして、これは遅くなったなと思っているんですが、ウ

ェブにどんどんそういう活動を上げていきたいと思っています。 

  ちょっと余談になってしまうんですけれども、現在、推進センターとプラザは別々の

ホームぺージなんです。これは、一番最初に分館ができたときに、契約が推進センター

と一緒じゃなかったので別々にできたという過程があるんですけれども、今は本館と分

館という位置づけで、利用者さんにとっては分かれている意味がないので、今、一緒に

して新しいのをつくろうとしているんです。新しいものをつくる中で、推進センターに

さまざまな情報が入っていますので、それを完全につくり直すのは結構大きい作業だな

と思っていたんですけれども、まず情報誌に載せているようなものをブログ形式ぐらい

のレベルでもいいのかなと思うので、ちょっと先にそれをつくって早めにリリースした

いと思っています。 

  それから、Zoom とか使えない方はどうするんだという話は本当におっしゃるとおり

で、「今後 Zoom を使っていきましょう。だからまず Zoom の使い方を習わないとね」

と言って、実際に皆さんでプラザに習いに来るという予定があったんですけれども、そ

れが直前に緊急事態宣言でなくなってしまったという事例もありました。 

  この段階ですので、今はこの緊急事態宣言が明けるのを待ったほうが早いかなという

思いもあるんですけれども、こういう事態がもう一回ないとも限りませんので、そうい

うときに目がけて、ある程度動画をつくったほうがいいのかなとはちらっと思っていま

す。もちろんパソコンによって結構違うので、どこまで皆さんがわかる動画にできるか

というのは別の話なんですけれども、「Zoom はこうやってインストールするんですよ」

というのを動画として送ることができたら、少なくとも「ここが違った」みたいな相談

を電話でも何でもできるようになるのかなと思っています。そういう動画マニュアルみ

たいなのは整備する必要があるかなと思っています。 

  それから、先ほどの阿部委員の話ともつながってくるんですけれども、広報の話とい

うことで、何でも相談いただけるんですけれども、実際に相談に来ていないということ
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に対しては、今まで情報誌をやったり、「volunteers」を配ったりとか、いろいろやっ

てきた中で、今、同じやり方では広がらないのかなとは確かに思っておりまして、新し

いチャンネルをつくりたいなと思っています。 

  その１つの方法としては、私たちの活動は団体さんを支援することですので、その団

体さんにもっと目立っていただくというのがあるかなと思っています。もちろん情報誌

で紹介するということもそうなんですけれども、あしたから湘南台の駅地下でパネル展

みたいなものを行います。今回そこまで団体数が多いわけではないんですけれども、団

体の紹介の場を私たちがつくっていくというようなやり方をすれば、団体が目立つ。何

で目立つかというと、こういう支援施設があるからだというふうな話で、もう少し相談

等に来てもらえるかなと思っています。今回はそういうパネル、ポスターみたいなもの

をつくるという話なんですけれども、来年度はそれこそ動画とかのつくり方をお話しし

て、団体さんの動画をどこかで一遍に流すということもできないかなというふうにして、

広報に力を入れていきたいと思っています。 

（阿部委員） センターさんでということは、プラザさんでチャンネル登録をされて、そ

のチャンネル登録をすれば、いろんな団体の画像が見えるような、そういうのを発信し

ていく。要はYou Tube のチャンネル登録をすれば、いろんな団体の活動がそこに入っ

ていると。例えば、私は講座を持っていて、今コロナ禍で対面ではできない状況なんで

すが、それをライブ配信とまではいかないんですけれども、動画でそれを載せておくと、

チャンネル登録した人がクリックすれば、私の講座の動画が見られるというようなこと

を考えており、そのようなベースをプラザがつくって下さるというのはいかがでしょう

か。 

（林委員） インターネットで載せておくこと自体は、比較的受け身なメディアになって

しまうかなと思うんですけれども、そうやってご活用いただけることでどんどん見られ

る可能性、機会もふえていくと思いますので、そういう協力をいただけるならどんどん

つくっていきたいと思います。 

  今年度も市役所でパネル展示をやっていましたけれども、そういうのが動画になった

らいいなと思っていますし、通りがけに見られる機会をどんどんつくって、それがもと

もとYou Tube に載っていれば、見に来てくださった方にも、いろいろなものが並んで

いるサイトにもなります。いずれにしても、そういうのはコンテンツありきだと思いま

す。なので、動画は結構つくるのが難しいところもありますけれども、丁寧な講座をや
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っていきたいと思っています。 

（阿部委員） よろしくお願いいたします。 

（山岡委員長） それでは大体時間になりましたので、この意見交換は一旦ここで終わり

にしてよろしいですかね。 

  今は議論の途中ということでもないんですけれども、先ほど事務局からお話があった

ように、メール等でもご意見を受け付けますということですので、後で読んでまた何か

気がついたことがあったりすれば、ぜひ遠慮なく事務局のほうにご連絡いただければと

思います。 

  それでは、以上で議題（２）「令和３年度に向けた取り組みについて」を終了します。 

     ÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷ 

（３）その他 

（山岡委員長） 最後に、議題（３）「その他」について、事務局より説明をお願いしま

す。 

（事務局） それでは、事務局より２点ご案内がございます。 

  まず１点目は、次回、第７回の開催予定についてでございます。次回は３月 25 日、

木曜日の午後６時からとなります。場所は、市役所本庁舎５階の５－１会議室を予定し

ておりますが、本日と同様にZoomでの開催も想定しております。詳細につきましては、

後日、メールでご案内させていただきますので、ご確認くださいますようお願いいたし

ます。 

  続いて２点目は、来年度の委員が変更になる場合のお願いでございます。委員の皆様

におかれましては、第 10 期ということで、今年度から２年間の任期でございますので、

来年度も引き続きご参画いただく予定でございますけれども、これから先、３月に入っ

てまいりますと、転勤とか役職の変更等、いろいろ人の流れがあると思います。もしも

委員の変更が生じる場合がありましたら、新しい委員の方へのバトンタッチの手続の関

係もございますので、なるべくお早めに事務局のほうにご連絡いただければ幸いでござ

います。 

  事務局からは以上２点でございます。 

     ÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷      

閉  会 

（山岡委員長） それでは、本日の日程はこれで全て終了しました。皆様、議事運営にご
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協力いただきまして本当にありがとうございます。 

  以上をもちまして第６回藤沢市市民活動推進委員会を閉会いたします。本日は大変お

疲れさまでした。 

 

午後７時26分 閉会 


